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日本政治とメディア戦略の変容

時期
慣れ親しみの時代
（2000年代以前）

移行と試行錯誤の時代
（2000年代）

対立・コントロール期
（2012年、第2次安倍内閣以後）

メディアとの関係性

「慣れ親しみの関係」
・ 長期的で、安定的な
信頼関係の構築
・ 政治とメディアの人材
交流

「関係性の再構築」
・ 連続する短命政権と、不安
定な民意。
・ 長期の信頼関係構築のいっ
そうの困難

「対立・コントロール関係」
・ 短期的な利害関係

・ 相互に直接的な影響力
の行使を追求。
・ 変化に敏感な政治優位

有権者との関係性
間接的（マスメディアを除く広

報手段の限定）

ネットの普及、メディアの力学の変
化のなかで、政治と有権者の直接
対峙が可能に

戦略的意図をもってデザインされ
た直接、間接の関係性構築の追
求

戦略の起点 属人的 個人と組織の併存
組織化と体系化
（未完成）
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三宅洋平氏と「選挙フェス」的なものをどの
ように評価するか
• 音楽とネットの活用。多様な支持層（音楽関係者、市民活動家、新しい政治への関心
層をバランスよく集客）。

• 東京選挙区9位で落選。25万7036票を獲得。地方選挙などを通して、選挙運動手法とし
て精緻化。継続すれば政治集団となる？ただし、「ハーメルンの笛吹き」的課題（拙著
『マーケティング化する民主主義』参照）。

• 2013年は比例区で、17万6960票を獲得。落選候補で最多得票。

• 地上戦と空中戦を往復することで、共感と支持を増幅？

3



選挙フェスの模様
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政党の広報戦略向上と民主主義の共通感覚

不在、道具立て（リテラシー）のあり方

• 与党一極集中のネット選挙と「統合運用」能力の向上。いか
にして、誰が、読み解き、どのようにして政治に緊張感をもた

らすか。

Ø 市民性教育について、何を、どのように提供するべきか。日本にお

ける民主主義の固有性、質感、手触りとはなにか。

Ø 民主主義の共通感覚（コモンセンス）の不在。

Ø 政治のメディア戦略と市場の論理に基づく大きなうねりへの防波堤

が不在？



「規範のジャーナリズム」から
「機能のジャーナリズム」へ？

• 規範のジャーナリズム
Ø 取材、速報、告発
Ø 政治とメディアの「慣れ親しみの関係」、情報量、チャネル、メディアの乏しい時代に大所高所から規範を提示。
Ø 情報（量）、情報メディア環境の変化、受け手とリテラシーの変化に不対応。

• 機能のジャーナリズム
Ø 整理、分析、啓蒙
Ø 政治とメディアの「対立・コントロール関係」、情報量、チャネル、メディアの多い時代に、「意図と構図、文脈」を提示？

※

詳細は、『Journalism』2016年5月号「『整理、分析、啓蒙』を重視した報道でネット時代の権力監視機能を高め
よ」参照（http://webronza.asahi.com/journalism/articles/2016032900003.html）。

6



「政治イメージ」と 
「イメージ政治」

•再度、政治と「政治」の対立構造を想起せよ。	  
• 我々が普段目にしているのは、「政治」であって、政治そのものではない？	  
	  
• 「擬似環境」	   	  	  ウォルター・リップマン（政治評論家。「Cold	   War」概念を提唱し
た人物としても知られる）	  
	  
• メディアと政治の「政治」をめぐる緊張関係
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2016年東京都知事選

•投票率59.73%	  
	  
•小池氏の大勝とその背景、
構図、チーム、政治的意味
とは？
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